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５）次期SIP 「スマートインフラマネジメントシステムの構築」の検討（イメージ）

グリーンインフラに関する
環境等のデジタル化

インフラの長寿命化に
資する技術開発革新的な建設技術開発

課題解決

インフラ維持管理
デジタルデータ

その他の関係DB
からのデジタルデータ

評価、調査・建設・維持等の仕組
み構築

目指すべき社会像

衛星やセンサー等を利用したモニタリ
ング
診断技術、アセットマネジメント
構造材料・劣化機構・補修・補強
技術

ユニット化
省力化・無人化
（ロボット）

インフラ・建築物の老朽化が進む中で、デジタルデータにより
設計から施工、点検、補修まで一体的な管理を行い、
持続可能で魅力ある国土・都市・地域づくりを推進する
システムを構築する。

研究開発目標

施策の概要

ドローン等を活用した
3D測量

測量・調査
BIM/CIMによる
３次元設計

設 計
3Dデータに基づく
施工、品質管理

施 工

×村△町□市

各管理者の維持管理情報
システムの構築

○県

情報共有システム
（測量・調査者、設計者、施工者、発注者、施設管理者間での情報共有）

API連携

維持管理
ロボットやセンサーによる
3D点検データの取得

オンライン電子納品

 多様なデータベースとの連携を可能に
し、表示・検索、ダウンロードを可能に
するAPIと基盤の整備

 そのための要素技術の開発

API連携
民間データ等

Exp：地下構造物モデル、道路３Dデータ

基盤地図（基盤地図情報等）

地盤データ
（地盤情報検索システム:Kunijiban等）

都市データ
（人流データ、観光データ等）

イメージ：ゼンリン３Ｄ地図データ

API連携

国土交通データプラットフォーム

社会資本データ
（点検記録データ、設計データ、施工履歴データ、工事完成図等）

Ｐ Ｐ Ｄ Ｃ

Ａ

建設分野のデジタル
データ

●3Dモデルでインフラ分野、防災
分野、都市分野、産業分野等の
データを重ね合わせ

デジタルツイン構築

これまでの取組

これまでの取組 これまでの取組

•持続可能な都市や地域
•効率的なインフラマネジメントが進んだ社会
• レジリエントで安全安心な社会

スマートなインフラが支える持続可能で魅力ある国土・都市・地域

横浜市：気候変動に適応したグリーンインフラの活用

内閣府：Society5.0

内閣府：ムーンショット目標３

JAXA：インフラ変位モニタリング

災害シミュレーションの開発
災害・被災情報を予測・収集・共有し
、個人に応じた防災・避難支援、自
治体による迅速な救助・物資提供、
応急対応など
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６）次期SIP 「スマート防災ネットワークの構築」課題構成案

＜PD候補に求められるスキル＞

○実災害への対応を通じた豊富な知見や経験、産学官ネットワークを有するとともに、頻発
化・激 甚化する自然災害における課題を俯瞰でき、課題に対して先端ICT技術に加え、
人⽂・社会 科学の知見も活用した総合的な防災力の発揮により、レジリエントで安全安
心な社会の実現 に向けた研究開発を推進できること。

観測・予測技術の高度化

防災情報連携プラットフォーム

気象変動等の予測 防災デジタルツインの構築 リスク評価・マネジメント手法の確
（22件︔気候レジリエンス、 （46件︔国土３D化、 立および実践
気候サービス創出、TCFD、 リスク解析・提供、 （35件︔流域治水、経済被害
地球システムモデル） 災害シミュレーション） 推計、タイムライン、BCP）

防災情報収集・共有 被害早期把握・ 救助・物資輸送・
応急復旧技術

（29件︔ドローン、ロボット、
家屋等被害把握、

緊急ライフラインの確保）

ネットワーク 避難誘導システム
（41件︔IoTセンシング、 （19件︔リアルタイム被害推定、
衛星コンステレーション、 避難経路最適化、個別計画、

ビッグデータ解析、都市OS） 要支援者）

気候変動等に伴い災害が頻発・激甚化する中で、平時から災害に備える総合的防災対策を強化するととも
に、 災害時対応として、災害・被災情報をきめ細かく予測・収集・共有し、個人に応じた防災・避難支援、自
治体によ る迅速な救助・物資提供、民間企業と連携した応急対応などを行うネットワークを構築する。

＜RFI結果を踏まえた課題の構築案＞

基盤技術

データ基盤・

PF

総合的防災対策

災害時対応
（発災直前・直後／応急対応）
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